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日本での電力トランスの地磁気誘導電流の測定計画について
On measurement plan of geomagnetic induced current of power transformers in Japan
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日本は、地理緯度に比べて地磁気緯度が低いこともあり、地磁気誘導電流（GIC, Geomagnetically Induced
Current）による電力システムへの影響はそれほど大きくないと考えられている。しかし、2003年10月末から
11月の始めにかけて発生した大きな地磁気嵐の際には、日本の北部とほぼ同じ磁気緯度に位置する南アフリカ
共和国で、電力トランスの障害事例が報告されている。また、GICの大きさは、地下導電率構造に依存すること
が知られており、GICのモデリングにおいて日本の複雑な地下構造の影響を考慮する必要がある。GICのモデリ
ングのために計画しているGICの測定について報告する。
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